
 

 

５．地域イベント 

風とロック芋煮会 2016 「白河の関ステージ」 

福島民報社 

 

 

実施団体 株式会社福島民報社 

実施時期 2016 年 9 月～10 月 

場 所 福島県 

概 要 「風とロック芋煮会」は東北に古くからある芋煮会を機軸に、福島に

関連のある著名人を通じて「元気な福島」を発信してきたが、この中

で、福島の写真パネル展、パラリンピアンが登壇するトークショー、

様々な意識アンケート調査等を行い、「日本で最も心のバリアフリー

を実現したイベント」を目指す。 

効果検証方法 ・写真展で「風とロック芋煮会」の歴史に触れ、音楽、野球、落語などエン

ターテイメントを通じて、福島の住人が福島の魅力に自ら気付き、その魅

力を世界の方々へ発信する一助とする。 

・パラリンピアンとの出会いは、大震災によって発生した様々な問題に今な

お直面している福島県の方々に逆境に立ち向かう希望と勇気の象徴に

なり得るもので、2020年オリパラ大会への機運を醸成していく。 

・1 万 5 千人の来場を見込んでいる会場で、来場者・福島県民の意識調査

を計るアンケート調査を実施（障がい者や外国人等のために取組んでい

ること、障害の有無にも関係なく誰でも心地よく過ごせる空間を作るため

必要なことは何か、福島県が震災から復興していく過程で今よりも元気に

なっていくために必要なことは何かなど）。 

 

試行プロジェクトの概要 

実施目的 

「風とロック芋煮会 2016」は、9 月 18 日日曜日と祝日の 19 日月曜日に白河市のしらさかの森ス

ポーツ公園で開催された。本試行プロジェクトは、フェスティバル会場の入口に、「風とロック芋煮会

2016 白河の関ステージ」という無料のエリアを作り、パネル展示とトークショーを実施した。 

2020 年のオリンピック・パラリンピックを多数の外国人が日本を訪れる好機ととらえ、パネル展では、

さまざまなエンターテインメントを通じて福島に笑顔が生まれた「風とロック芋煮会」の歴史を紹介し

た。 

ステージでは、「風とロック芋煮会」にも福島県にも縁のあるミュージシャンと、福島県出身のパラリ

ンピアンをゲストに招いてトークショーを開催した。トークショーでは、福島県において心の復興の

ために音楽が果たしてきた役割、福島県の魅力、そして障害の有無に関係なく音楽を楽しむバリア

フリーな空間とはどういうものかを話し合った。これまでオリンピックにもパラリンピックにも関心のな

かった来場者が「風とロック芋煮会」という野外フェスティバルを通じてパラリンピアンに出会い生の
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話を聞くことは、2020 年東京オリンピック・パラリンピックへの機運を醸成していくと考えている。 

また、音楽や野球、落語、福島県産の食や日本酒などさまざまなエンターテインメントを一度に楽

しめるイベントを、障害を抱えた方でも心から楽しめるために足りないことは何か、また、障害を抱え

た人と知り合ったときにどのように接すればいいのかを知ることで、風とロック芋煮会が「心のバリア

フリー」を実現する道筋を作ることを実施の目的とした。 

 

取組み内容 

 2016 年 9 月 18 日（日）〜19 日（月・祝）に福島県白河市のしらさかの森スポーツ公園で開催し

た野外フェスティバル「風とロック芋煮会 2016」の入り口に無料観覧可能な会場を開設し、さまざま

なプロジェクトを実施した。 

 

取組みの詳細 

 ☆元気な福島を発信する写真パネル展 

日本全国はもちろん世界中から「風とロック芋煮会」を訪れる方々に、「風とロック芋煮会」の歴史

を写真と文章で楽しめるパネル展を開催した。福島民報社の新

聞記事を使用して、2009 年～2015 年まで、「福島でその年に起

きていた出来事を報道する記事」と「その年の風とロック芋煮会を

紹介する記事」の両面で構成した。この写真パネル展は、福島

に暮らす方々が元気な福島の魅力に自ら気が付くことを目的と

した。さらに、福島の元気な魅力を世界中の方々へ自ら発信し

ていく一助となることも目的とした。 

元気な福島を世界の方々へ発信できる絶好の機会が、世界中の方が日本を訪れる 2020 年オリ

ンピック・パラリンピックだと認識してもらえる場にした。写真パネル（ターポリンバナー）は時系列に

合計９枚を作成して会場に展示した。 

 

☆ミュージシャンと現役のパラリンピアンが登壇するトークショー 

会場に設けたトークステージにおいて、トークショーを開催した。 

ここでは、1 日に 3 回、2 日間で合計 6 回、福島県にも「風とロック芋煮会」にも縁のあるミュージ

シャンとパラアスリート（パラリンピアン）がトークをおこなった。 

リオデジャネイロパラリンピックの取材を終えて帰国したばかりの元フジテレビアナウンサー平井

理央が司会を務め、音楽をはじめとするエンターテインメントが福島県に暮らす方々の心の復興に

与える役割や、パラアスリート（パラリンピアン）の目をとおした野外フェスティバルの楽しみ方、パラ

リンピック競技の楽しみ方、そしてこれからの共生社会へ向けた課題などを話し合った。 

フェスティバル当日は 2 日間とも生憎の雨に見舞われたものの、大勢が来場し、ミュージシャンと

パラアスリートのリアルな声に耳を傾けていた。 
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 トークショー１回目 9 月 18 日（日）9:10〜9:40 

出演者：渡辺俊美、半谷静香（視覚障害者柔道）、平井理

央（司会）、箭内道彦（「風とロック芋煮会」実行委員長） 

視覚障害者柔道の選手としてリオパラリンピックに出場した

ばかりの半谷静香さんと、ミュージシャンの渡辺俊美さん、

「風とロック芋煮会」の実行委員長である箭内道彦さんがトー

クを行った。 

最初に、箭内道彦さんは、ここで二日間にわたって開催される「パラリンピアンとミュージシャンに

よるトークショー」にはとても意味があると思うと話した。パラスポーツについてもパラアスリートにつ

いても予備知識のない人間の代表として、ミュージシャンがいること。素朴な疑問を投げかけられる

からこそ、来場者にも身近な気づきがあるのではないかと伝えた。 

三人とも福島県出身という共通点があるが、半谷静香さんは、「私は中学生までスポーツの経験

がなかった。出身のいわき市には山がたくさんある。その山を上り下りして体力をつけたので、まさ

に、福島に育てられて今がある」ことを話してお互いの距離感が近くなった。 

野外フェスティバルに初めて参加した半谷静香さんに、渡辺俊美さんからは「知らないミュージ

シャンのライブがどこからか聴こえてきたときに、その音と出会ってほしい」というアドバイスを送った。

半谷静香さんは「今日一日、冒険する日にしたい」と話した。そのうえで、「今日のようなイベントに

来た時も、柔道の試合でも、とても緊張してしまう。どうすれば、緊張しないようにできるか」と質問を

した。渡辺俊美さんは、「緊張をしてしまうのはしょうがない。ゆっくりと深呼吸をして落ち着くことが

大切」だと話した。一方で、渡辺俊美さんからは、「メンタルはどうやって鍛えているのか」を質問し

た。半谷静香さんは、「もうつらい、ダメだと思ったところからどれだけ頑張れるかが大事」だと答え

た。逆境をどう乗り越えるか。その答えに多くの来場者が聞き入っていた。 

トークショー２回目  9 月 18 日（日）13:00〜13:30 

出演者：曽我部恵一（サニーデイ・サービス）、半谷静香

（視覚障害者柔道）、平井理央（司会） 

視覚障害者柔道の選手としてリオパラリンピックに出場

したばかりの半谷静香さんと、ロックバンド「サニーデイ

サービス」のボーカルの曽我部恵一さん。 

ふたりのトークは、全 6 回の中で、最も”パラスポーツ”の

面白さを感じさせるものだった。 

ロシアのドーピング問題を受けて、急遽、出場が決まり、それから僅か二週間でパラリンピックの

試合を戦った半谷静香さん。メダルのかかった試合の対戦相手はウクライナの選手だった。 

「去年のヨーロッパチャンピオンという肩書きを意識するあまりに、思うような戦いが出来なかった。

だけど、日本で応援してくれている方のためにも、すべてを出し切ろうと思った瞬間から、自分の戦

いが出来た」と話した。真剣勝負の場で、いかにメンタルが大切なのかというトークに来場者は一気

に引き込まれた。 
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その話を受けて、曽我部恵一さんは、「音楽のライブも、１回１回が、真剣勝負。来場者とも自分と

も本気で対峙しなければならない。本番に、自分の全てを出し切ること。もしかしたら、ミュージシャ

ンとアスリートとの共通点は真剣勝負ということかもしれない」と話してお互いの距離感が縮まったこ

とが印象的だった。 

視覚障害者柔道という競技に興味を持った曽我部恵一さんは、一般の柔道と視覚障害者柔道は、

なにが違うのか、半谷静香さんに質問した。「その答えは、組み手がなく、最初から、組み合ったと

ころからスタートすること」だった。逃げることはできず、攻め続けなければ勝てないことと、最近では

見る機会の少なくなった巴投げをはじめ多彩な技が楽しめるという競技の魅力を伝えた。 

 

トークショー３回目 9 月 18 日（日）15:00〜15:30 

出演者：増子直純（怒髪天）、佐藤聡（車椅子バスケット

ボール）、平井理央（司会） 

北京・ロンドンと二大会連続でパラリンピックに出場した車椅

子バスケットボール佐藤聡さんと、ロックバンド「怒髪天」の

ボーカル増子直純さん。ふたりのトークは、全 6 回の中で、最

も”仲間の大切さ”を感じさせるものだった。トークの中では、

まず、佐藤聡さんが車椅子バスケットボールという競技の特性を教えてくれた。 

「障害の重さによって 1 点から 4 点までクラス分けされた選手が 1 つのチームを組むが、その合計

点数が 14点以内であるというルールがある。自分の場合は重度な障害のために持ち点は 1点であ

り、得点力の高い選手をサポートすることが自分の役割」だと話した。 

その話を受けて、ロックバンドを組んでいる増子直純さんは、「ひとりでは何もできないけど仲間が

いるからぼくも音楽をつくることができる」と“チーム”の素晴らしさを話した。 

スポーツチームとロックバンド。どちらもチームという共通点を持っているという気付きの後で、佐

藤聡さんは、「できないことばかりを嘆くのではなく、出来ることを探していくことが大切。それに気づ

かせてくれるのが仲間」だと話して来場者の共感が集まった。佐藤聡さんは、来場者へのメッセー

ジとして、「まずはぼくたちのことを知ってほしい。出会ってほしい」と話した。障害者にも尊敬できる

人がいる一方で、尊敬できない人だっているかもしれない。それは、直に触れあってみなければわ

からない。そんな当たり前のことを教えてくれた回となった。 

 

トークショー４回目 9 月 19 日（祝）9:10〜9:40 

出演者：音速ライン、佐藤聡（車椅子バスケットボール）、

平井理央（司会）、箭内道彦（「風とロック芋煮会」実行委

員長） 

北京・ロンドンと二大会連続でパラリンピックに出場した

車椅子バスケットボール佐藤聡さんと、ロックバンド「音

速ライン」のボーカル藤井敬之さんとベース大久保剛さんの二人組、さらには、「風とロック芋煮会」
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の実行委員長である箭内道彦さんも参加してトークをおこなった。 

リオデジャネイロのパラリンピックをテレビで観戦したばかりという藤井敬之さんと大久保剛さんは、

「いったい、ぼくは、自分の可能性の何％を使えていて、逆に、どれだけ使えていないんだろうかと

感じた」と話した。 

藤井敬之さんは、福島県に生まれ、現在も福島県の郡山市に暮らしている。2020 年のオリンピッ

クとパラリンピックが東京に決まった時には、「いまだに福島が震災からの復興途中であることを考

えると、オリンピックやパラリンピックで大量のお金を使うことが悔しくて泣いた」と話した。それに対し

て、同じく福島県の郡山市出身であるパラリンピアンの佐藤聡さんは、「ぼくは逆に障害者に光の

当たるチャンスだと思って嬉しかった」と答えた。そのふたりに、福島県のクリエイティブディレクター

をつとめる箭内道彦さんは、「ぼくも、福島をはじめ東北に足を運んで地元の声を聞くことが多い中、

東京オリンピックとパラリンピックが決まったことは、最初、複雑だった。だけど、賛成と反対の板挟

みの立場がアスリートではないか。知らないで反対をすることは簡単。今回のプロジェクトでミュージ

シャンとパラリンピアンがトークをすることで、福島県民がパラリンピアンを知れる機会が作られたこ

とが嬉しい。ぼくたち福島の人間は、パラリンピアンと出会い、いろいろと知ったうえで判断をしなけ

ればならない」と話した。 

 

トークショー５回目  9 月 19 日（祝）13:00〜13:30 

出演者：尾崎世界観（クリープハイプ）、鈴木猛史（チェアス

キー）、平井理央（司会） 

車椅子ユーザーである鈴木猛史さんと、クリープハイプの

ボーカルである尾崎世界観さん。二人のトークは全 6 回の中

で、最も多くの来場者を集め、また、”心のバリアフリー”への解決策を感じさせるものとなった。 

パラリンピックのチェアスキーで金メダルを獲得している鈴木猛史さんは、「金メダルは取った。で

も、その次の日からはチャレンジャーなんです」と話した。重度の障害を抱えながら、世界の頂点と

いう栄光に酔うことなく次を見据える強靭なメンタルは「トップストリートはどういうことを考えているの

か」ということを伝え、多くの来場者に驚きを与えていた。 

今回が野外フェスティバル初参戦となる鈴木猛史さんは、「車椅子のため会場を遠回りしなけれ

ばいけなかったものの、障害を持った自分たちも温かく受け入れてくれるイベントであることが嬉し

い、来年は仲間を連れて一緒に来たい」と話した。尾崎世界観さんは、来場者目線で、「目の前に

車椅子の方がいたらどうやって声をかければいいのか」という素直な質問を投げかけた。鈴木猛史

さんは、「きっと困っている場合は、なんとなく、わかるのではないか。なんでも声を掛けてほしい。

一方で、声を掛けられ慣れていないので恥ずかしい気持ちもある」と話した。それを受けて、尾崎

世界観さんが話した「声を掛ける方も、掛けられる方も、恥ずかしいのはお互い同じなんだとわかっ

た」という想いは多くの来場者の共感を呼んでいた。 
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トークショー６回目  9 月 19 日（祝）15:00〜15:30 

出演者：スコット・マーフィー

（MONOEYES）、鈴木猛史（チェ

アスキー）、平井理央（司会） 

車椅子ユーザーである鈴木猛

史さんと、日本で暮らすアメリカ

人ミュージシャンのスコット・マー

フィーさん。日本ではともにマイノリティという立場で暮らす二人のトークは全 6 回の中で、最も”共

生社会”への課題を感じさせるものだった。 

トークショーは、鈴木武史さんが自らのチェアスキーの競技の魅力として「なんといってもスピード

ですね。速度は 110キロです。車椅子の目線だから、体感速度はもっとものすごいですね」と語るこ

とからスタートした。 

スコット・マーフィーさんはアメリカと日本の社会を比べて、インフラだけを考えれば、日本のバリア

フリーはアメリカに比べて格段に整備されていることを紹介した。公共施設に当たり前のように設置

されているエレベーターをはじめ、道路の歩道に点字を付けて視覚障害者への配慮があることは

日本独特の思いやりであることを強調した。しかし一方で、インフラは整っているものの、人々の助

け合いの心は、アメリカに比べてゼロに等しいと感じると実例を交えて語った。 

鈴木猛史さんは、「障害者にも遠慮なく声をかけてほしい。もちろん、障害を持った当事者である

ぼくたちも、困ったら助けを求めるようになっていきたい」とお互いの歩み寄りの大切さを話した。最

後にスコット・マーフィーさんは、「日本人には、知らない人にもっと声を掛けてほしい。シャイだとは

思うけど、みんなと話したら、もっと楽しい人生になるんじゃない？」と伝え、来場者からは拍手が起

こった。 

☆競技用車椅子デモンストレーション （※雨天時中止） 

実際の競技用車椅子に触れて体

験してもらうことにより、パラスポーツ

への興味を喚起することを目指し

た。 

初めて触れた人が多く、普通の車

椅子との違いなどを興味深く体験す

る機会となった。 

 

☆アンケート調査を通じた意識調査の実施 

来場者/福島県民の意識調査を計るアンケート調査を

実施した。 

「オリンピックに対する意見について」、「トークショーの

感想」、「心のバリアフリーを実現するために必要なこと」
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などを中心としたアンケートを実施し、結果を翌年以降の「風とロック芋煮会」へ反映させることとす

る。 

 

☆トークショーの内容はメディアで紹介（福島民報、渋谷のラジオ） 

イベントの事前事後には、福島県民にも広く本プロジェクトを訴求するものとして、「風とロック芋煮

会 2016 白河の関ステージ」の開催報告とともに、トークショーの内容をダイジェストにして福島民

報の紙面に掲載した。 

また、イベント終了後、イベントに参加できなかった方にも広くトークショーの内容を訴求するもの

として、東京都渋谷区のコミュニティエフエム「渋谷のラジオ」にて、10 月 8 日と 10 月 15 日の 2 回

にわたって、本試行プロジェクトのトークショーを 1 時間番組にて放送した。「渋谷のラジオ」はコミュ

ニティエフエムでありながら、スマートフォンアプリを使えばどこでも聴取可能であり、ラジオをとおし

て日本全国へ取り組みを紹介した。 

 

効果と課題 

効果検証 

 試行プロジェクトを通じて 2020 年オリパラ大会に向け「心のバリアフリー」を実現していくために

必要なことは何か、ステージのトーク終了後に来場者アンケートを２日間実施した。 

このアンケートによって明らかになった課題を、翌年以降のイベントへ反映させていくこととする。 

・調査対象：風とロック芋煮会 2016 「白河の関ステージ」プログラム参加者 

・サンプル数：521 件、男性 228 件（55.7%） 女性 289 件（43.9%）、その他の性別：2 件（0.4%） 

         うち福島県出身/在住者は、53%であった。 

・実施方法 ：トークショーに参加した男女を中心にアンケート用紙を配布、回収した。 

      無記名式で行い、「選択肢形式」と「自由記述形式」を併用している。 

 ・アンケート結果 

 ＜オリンピックに関する意見＞ 

最初に、「2020 年のオリンピック・パラリンピックが日本で開催されることについてについて、どう思

いますか。」との問いをたずねた（図１）ところ、「賛成」が「反対」を大きく上回り、オリンピック・パラリ

ンピックへの期待の大きさがうかがえた。東日本大震災で最も大きな被害を受けている福島県内の

調査ではあるが、リオデジャネイロでのオリンピックが直前まで開催され、また、パラリンピックの開

催期間中であることが大きく後押しする結果となった。 
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賛成意見では、「日本が盛り上がるから」「実際に身近で見ることができる」「日本を世界にアピー

ルできるから」が多く、他にも、「パラリンピアンは障害者ではなく、アスリートであることを子どもたち

に直で見て欲しい」、「世界に 2020 年の日本、安全な福島を知ってもらうチャンスだから」などの意

見があった。 

一方、主な反対意見としては、「震災復興が遅れてしまうのではないか」というものであった。その

他には「東京はいいが、地方には特に影響がない」「コストがかかる」などである。また、メリットもデメ

リットもあるという理由から、「どちらでもない」を選ぶ人が約 20％であり、その理由は、 「震災復興

が遅れてしまうのではないか」という意見が最も多かった。  

 

＜パネル展示に関する意見＞ 

音楽や野球、落語、福島県産の食や日本酒などのさまざまなエンターテインメントが、福島県に

暮らす方々を笑顔にするために果たしている役割をフェスティバルの歴史と共に紹介した。 

パネル展示に関する意見には、「元気をもらった」という意見が多く、2011 年を含むこれまでの福

島の様子をパネルで振り返ることによって福島に暮らす方々が元気な福島の魅力に自ら気が付く

成果を実証した。 

  （自由回答） 

• いろいろ考えさせられました。元気をもらいました。 

• パネル展を見て、「福島サイコー！！！」と思った。福島の良さを、改めて感じました。 

• 福島県以外の人に福島のことを知ってもらえるのは素晴らしいと思います。 

 

＜トークショーに関する意見＞ 

会場に設けたトークステージにおいて、トークショーを開催した。ここでは 1 日に 3 回、福島県にも

「風とロック芋煮会」にも縁のあるミュージシャンとパラアスリート（パラリンピアン）がトークショーを実

施した。ミュージシャンとパラリンピアンという一見異色の組み合わせのトークに興味深く聞き入る姿

が印象的だった。特に、実際のパラリンピアンに接する機会はなかなかなく貴重な機会だったとい

う意見が多く見受けられた。 

  （自由回答） 

• これまでに興味の薄かったパラリンピックへの興味を持つことができた。 

• 障害者の人たちも私たちと同じなのだと感じた。 

• この様なトークの機会はなかなかなく、健常者、障害者の壁が少しでもなくなればと思いま
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す。 

• 海外と比べ、障害者に声をかけるのをためらう日本人。もっと自分から声をかけようと思っ

た。 

• 「金メダルはとった次の日からまた挑戦者になる」という鈴木選手の話に、勇気をもらった。 

• 音楽を楽しみに来た人がこのステージをきっかけにパラリンピアンを知れるところが良かっ

た。 

 

 

＜心のバリアフリーに関する意見＞ 

 「風とロック芋煮会」は、世界一心のバリアフリーを実現するイベントを目指しています。外国人

の方も障害を抱えている方も、心の底から楽しめるイベントになるために、いま、必要なものはどん

なコトだと思いますか？」という設問に対し、思いやり・相互理解・助け合える雰囲気づくり・スタッフ

やボランティアの協力などといった「ソフト面」と、トイレ・階段・休憩スペースの設備改善や会場での

英語やピクトグラム表記などの「ハード面」について、回答の意見が分かれた（下記グラフ参照）。 

 

 

  

●ハード面についての意見（78 件） ●ソフト面についての意見（110 件） 
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・階段が多く、障害者の方だけ

では往来が難しい。 

・バリアフリーのトイレが少ない。 

・動線が分かりにくい。 

・雨が降った時に、足元が悪く

なり、車椅子には厳しい。 

・会場の表記に英語・ピクトグラ

ムなどが少ない。 

・会場のアクセスが悪い。 

車椅子ユーザーと視覚障害者が快適に過ごせるイベントにす

るためのインフラを整備するために、障害を抱える当事者にアド

バイザーとなって頂き、来年のイベントを制作していく。 

来年は、障害者と健常者、両者の視点から、心地よいユニ

バーサルデザインの空間を作り、そのうえで、バリアフリーのイ

ンフラが整った野外フェスティバルであることを強く告知してい

きたいと考えている。「風とロック芋煮会」はひとつのイベントで

はあるが、日常に先んじて、非日常空間におけるバリアフリーを

実現することで社会に新しいパリアフリーの提案をしていきた

い。 

課題 対応策 

ハード面に関する課題と対応策 

福島県内において、障害者や外国人への理解を進め、また、2020

年の東京オリンピックとパラリンピックを盛り上げていくためには、出来

るだけ多くの障害者や外国人と触れあえる機会を増やすこと重要。 

ただし、日本人の性格から、日常の暮らしの中ではマイノリティの

方々と出会っても声をかけにくいということもわかった。よって、気分が

開放的になる非日常の中で、そのような機会を多く作っていくことに意

味があることがわかった。 

「風とロック芋煮会」は、福島県内で開催されるイベントの中で最も規

模が大きい。来年の開催時には、できるだけ多くの障害者と外国人に

来場してもらえる仕組みづくりをおこない、同時に、パラリンピアンの

トークショーも継続して開催していきたいと考えている。 

課題 対応策 

ソフト面に関する課題と対応策 

・障害者たちともっと

会話する機会がある

と良い。 
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将来計画 

 

2017〜2019 年 〇車椅子ユーザーと視覚障害者がイベント会場のレイアウトアドバイザー

に就任。 

…障害者と当事者が混合したチームで、「だれもが心地よいバリアフリー

なイベント」を実現する。 

〇「だれもが心地よいバリアフリーなイベント」の周知徹底を目指す。 

〇500 人の障害者がイベントに来場することを目指す。 

〇気持ちが開放する非日常空間で、健常者が障害者と触れ合える機会

が生まれることを目指す。 

〇日本の社会に先駆けて、「バリアフリー」と「心のバリアフリー」を実現し

たイベントを目指しながら、イベントで熟成された“障害者と健常者の混ざり

合い”の成功体験を実社会に提案していく。 

〇「風とロック芋煮会」は、2017 年以降も、継続して、パラリンピアンのトー

クショーを開催する。なによりも選手個人の素顔を知ることで、パラリンピック

自体への興味も醸成させていく。 

〇「2020 年には、世界中の人へ福島県の魅力を発信しよう」を合言葉に、

福島県の魅力に福島県人自らが気付けるための方法を、写真パネル展だ

けでないアプローチで進めていきたい。 

2020 年 ハード面・ソフト面ともに、日本一バリアフリーを実現したイベントとなって

いることを目指す。 

2021 年〜 本プロジェクトを中心に醸成された“福島県の魅力”を“福島県人”自らが

世界へ発信している状況の中で、日本全国の他の地域に、成功事例として

のノウハウを提供していきたい。 

 

 

以上 
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